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注がれる自・は無意識な庄力．』庄i追Σ．な五ざらに璽蔓かか

ってきている。周囲にいる子どもたちは，Gが通るだけ

で避けたり，声に驚し1忌滝りサる 己ノ」学1期当初，Gは突然
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　Gの母親はGに対して自信淋もてずにいる。しかし，

安定したかかわりを保とうと努力してきている。父親は

身体のがっちりした背の高い人で，・Gに対してかなりは

っきりした教育方針をもって育てて きている。　「何富も

トライさせる。」　（父親の言葉）と1病う考え方喚Gをグ

イ「 イ引6ぱらて“く己そんな父競の考え方は少なから

ずGにとり無理があると考えられるか母親の力の開いか

かわりと父親の力の強いかかわりの間にたつ日々，力の

強弱を■．シ ト．ロ1一ル（注5）1しながら，自分の気に入った

スピードを保とうとする行為は，母親と父親のかかわり

の安定を願う行為であると考えられる。そして，Gの行

為は両親との関係にとどまらずGをとりまく人々にも及

んでい・るのではなかろうかoすなわち，Gに対して，避

けてとおる人，はれものにさわるような気持でかかわる

人，またGを抑えつけようとする人等から無意識に伝わ
rっ しまう心理胸な圧力をコソト ロ「ルし調和を≧り戻

そう とする努力の表われだ と考える。

　2　身体の平衡を保つ

　＜4月27日＝隣接した公園にはだし牽行ぐ，G自ら自

分の腰までくる川に私と入ることを要求する。一歩一歩

足に力を入れて踏み込むが，川底あ土え足を左られてG

も私も思わず手をとり合って進まないと身体の平衡がく

ずれ・倒れてしまう。このような条件の所を何度も行っ

たり来たりして過す。これがひと良落ずると1』次に池の

囲りをとりまく縁石の上を歩く。一歩一歩僕瓜に歩かな

いとすぐ平衡がくずれ，落ち七しま』夷r次ほ滝登りセあ

’る。上からかなり強い勢いで落ちでくる永を身体に受け

ながら足場を確かめ慎重に登る。次aGが 「おやま」と

㌔・っている土手登りである。 ここは雨が降るとおとなで

一も容易に登れない所である。 そこを何度も足を潜らして

は・どろどろになり登るφその姿はまるで何かえたち向っ

ているかのようであるo　Gが選んで進むコースセ滋常に

躰呼衡を保侃と硬求さ泌ところセある6

　Gの身体の平衡を保つ行為を考えてみる

　今蓑でGをとり囲く人々から（親も含むン身体が大ぎ

いというごとだけで「たいへんね」 「つら「そうね」　「強

そうね」　「こわそうね』等といわれ続げでいるごとで、

常に身構えてしまう．ような緊張があり』大変さ一だけが無

意識に伝わり心理的な璽さ（注6）になっ七し・る乏考えら

舵る廷嘩さによりバずさ減⑳鴨をとり戻そ
舜鯵努力嫡ると駅る・く・・月・9日：突然r小さ

くしてちょうだい」といったことばが印象的セある。＞

　3　同じコースを通る蜜と渦巻とトンネル

　Gと私は公園で2～3時間遍す。公薗に行ぐと心が通

るコースがほぼ是まり七きた6㈹愛育養護学校一・⑧川→

¢）縁石→⑨滝登り→ブランコのある所まで続く縁石の上

を歩く→の一人乗り用のブランコに乗る→おんぶでおや

まへ行く噂IF）おやま登り噂’G笹やぶを自分が先に立ちか

ぎわけ進む→笹やぶから出終るとすぐおんぶを要求する

（おぶわれることで笹やぶの荒ら荒らしさカ』ら抜け出た

緊張をほぐしているように思える〉吋手をつなぎ愛育養

護学校にもどるこのコースは常に右回りである6＜図1

参照＞

セ・池

　　「

　　　　　図1　公園でのGの＝一ス

　＜11月7日＝学校内で車碕子を使った遊びを一日何度

かする6そゆ一つにゆびさしをしながら「あっち」、とい

っては常に自分で選んだコースを通ることを要牢するσ

㈲校庭一・⑧松沢ルーム→◎ホールまでつづくわ驚り廊下

→◎ホールにおいてあるトラソポリソを中心酢一度回る

→園庭にもどる。この決めたコースを一度に5γ6回通

る。く図2参照＞
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　　　　　　　　　　　　ヤ
　　　ブランコ弛い韓1マ》
　　　　瓢磯　　　　　　　　　　『践尋
　　　　　　　　　　　“

　　　図2 車イスで回るGのコース

　＜7耳16日・：画用輝と鈴筆を与えると常に右回りの渦

巻きを書く， そして渦巻の中心に向かっ受上ふら下へ線

をふなりの筆圧で書く＞
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＜9月11日・：右画りの渦巻を一枚轡ぐ＞

　〈11月12日：地面の上に指で右回りの円を書き，そゐ

円の上を三向雀度なぞる5そし亡阿ゆ中心に立ち三回足

にカをいれて足ぶみをする＞

・〈12月8日＝2人ぎうセ職員室に入り込み，ザジ紙の

上を鉛毎で何枚も右回づの渦巻を宙く。そしで，その中

心に向か魂何度もスビードにのりた線を強い笹圧で書

ぎおろす。あまり強い筆圧のため，ザラ紙を一度に5ん

6枚通してしまうほどである＞

　く12月12目＝地面の上に右回りの円を書ぎ，中心を平

手で2～3回たたく。 同じことを3回繰り返し∫欝いた

円を手で消す。次に校庭のすみに土を盛り かためた所が

あり，中心に穴があいている。その周りを右回りに「ク

ルクル」1と㌧・いながら何度も回る。視線は回っている間

自分の足もとに注がれているが，ときおり足も とから視

線をそらして穴の中央を見ながら回り続ける。そして突

然止り1概の向こうで5 和6人の園児が楽しげに遊んで

いる方を数秒ながめて蓑た右回りを続ける＞

　Gの右回りの円や渦巻を考えてみる。二

　公園におけ・るGが選んだコースめ幽点一点を線でむす

ぶと右回りの円が描ける。また園内での車椅子を使った

コースも同じヒとがいえる。 この円は毎日通ることによ

り右回りの渦巻が描ける。 （注7）Gが渦巻を土や砂やザ

ラ紙の上に書いたあと中心に向かっで， ＜あるいは， 渦

巻をうち消ずたあなのか？） 手でたたいたり，渦巻の中

心に立6で，カをいれて足踏みした、りiまた鉛筆で書い

た渦巻をうち消すようにしながら∫’、中心に向かって筆圧

め強㌧・力で線を書くo　Gにとづてめ円や渦巻は決して

“調和や統一あるいは希望” といったイメ層ジではな

・＜レ㌧む．しろ，分裂し混沌とした状態を示しでいると思わ

れる。渦巻模様は時にグレート・マザ賦 （ユソグ） を表

わすといわれている。・又円は “人間の運命々循環”の象

徴であるともいわれる。メルペソ「手のないむすめ」 に

は1噌自分め周りにチョークで円を描いて，悪人が近づ

けないようにした”とある（注8）．また，一Gが円や渦巻を

描いている時言うことばは，Gめ心をのぞかせるもので

はなかろうか。

　＜12月8日：ざら紙に渦巻を描ぎながら，　r自動車つ

・くろうか，タクシーつくろうか，こうやらち｝だめよ」

そして，次の瞬間rみみず，みみず」といい激し く線を

描いた後，椅子から落ち，床に倒れ， 頭を床にぶづけく

ずれる＞

　＜2月12日1校園の土の上に渦巻を露ぎ「さあ， 』ごこ

に立ちなさいプさし㌧1さい」とし・う＞ 　1一．・

・Gの「臼動車つくろ．うか， タグシーつく・ろうか　タク

シー白が来た」とし1・い描く渦巻はプ，自動車のタ、イ ヤが走づ

てく・るイメ，一ジに とることもできようがヂGにと り車の

イメージは，Gが荒れた時やGになにがやらせる時（例

頭の毛を洗う時ゴ』・つめを切る時←Gにとり嫌いなごと

であるン汀ごほうび」ず．と称して，父親や母親が車に栞せ

てGの気持を ごまかすためφもφが考えられるo．さらに

「みみず」はGが2～3 歳のころ母親とGがゆうたりと　

した気持で庭にいた時，餓がみみずを運んでいたそうで

ある1その時母親がぱじめて， みみずをおしえたそうで

あるるGはときおりゆづたりと愛育養護学校で過してい

るとダ突然「ありさんがみみずをはこ んで、いる』とい

う。また，母親はみみずが好きだともいっていた61この

ことから，Gにとりみみずは母のイメージと結びついて

いると考えられるo　Gは「タクシーつぐろ、う．か」といい

渦巻を書くシ1「みみず」 といっ、てはげしく線を替き搭渦

巻をうち消すよ．う1にしながら紙を破くほどこす』りつけ

る。この行為は・父親や母親のGの気持をpすりかえ，ド

ご寮かす対応に対する抗議であり， またなん どか渦巻の

混漉とした状態から援げだそうとして“るGの姿である

と思える5．　　　　　　　　　　：㍉

渦巻を描ぎは1じめたと庶ぼ同じとろ・Gは突然1トシネ

ルめ歌を小さな声で《ちずさむようになづているo』㌦

　＜11月19日・こ『；「小さ＝くしてち一まうだい」’と突然いう。、

また，そめ日㌧ （10入めイソデ』イアソFJohn　B沁留戯EaS・

a　Uttle　In磁an）の・ン（ロデ～一にのせ， トンネルという

歌詞だけを当てはあ』 1牙亘ル Dフレーズ歌ったふヒめト

ソネルの歌はj　Gが砂を手やスニ愛ブで堀りはじめる

と， ときおり歌うものである＞

　＜1月11日：「トシネル■とV・6て砂を手で堀りはじ

める，・堀ったところを数秒後 うずある＞1　∴♂＞

　＜1月12日1砂の上に円を描く・そして手で消す∫ 円

は右回．りであるげ次に二「トソネル」といっで砂を堀 り出

すよ2㌣・3セγチ堀ると砂をかけうずめる。・砂をがぎ集

めさらに山のように績むドスゴ9プで丁ベシペソ」と“

いながら丸たき固める》1たたかれて平らになづ泥砂の上

に指を4本立て軽く押す。1との行為を 2度繰ゲ返’した

後，足でそめ所を2～3回踏みつけ終わるb＜図3＞

　　　　』塗蕎マ》・

　　　　　．＜鯵髭稗攣≒

　　　　　　　　｝9㌦・・レ　’
　　　　　　　　・馬』 ・、叉舷”、　・r
　　　　　　　　蔓磁ン1㌧』 ふi、睡込㍗

　　　　　　　　　V　∵r 』一・1』1』　㌧r”1（r

　　　　　　図3rGの堀るトンネル
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　Gの堀るトγネルは地面の『下に向かって堀為、トソネル

である。 常に出口のない、ト．yネルである。 まさにGのや

りどころのない今の心の表現であると思える…　「トンネ

ルや洞穴のある山は母親像と関連が多くある」（津9）と

いわれている。Gは母子関係において心理的な問題をか

かえていることは明らかであるσ以前保育中7 Gがシャ

ワーを滞びていた時，母親が突然あらわれ，声をかけたと

たんGがひど く荒れだしたことがある5 この経験は何度

か違う場面でも起きたoしかし・Gの渦巻やトソネルは

単に両親を否定するだけの意味ではなく，、両親と真正面

からの取り粗みをして・関係を回復したいという願いか

らの叫びのように聞える，さらに，、 この行為の奥に自己

の存在を明5かにしようとする努力があるのではなかろ

うか。

　4　洗い流す行為・

　 〈4月17日＝Gが気に入っている足でヒぐ黄色い自動

車を水を汲んできては・車にかけ手で洗うことを繰り返

す＞、

　く 5月25日1公園の川の水で突然何度も顔を洗いはじ

める，1（この行為は数日つづく）＞

　＜6月9日：食後Gは一人でセロテーブの入うている

所に行きジ手にセRテーブをグルグル巻きつけはPめ，

一本のセロテrプが終わりきるまでやる。1 そして「とる

の」とヤ ・ガて自分でほどぎはじめ・，固くついて恥るとこ

ろはそばにあったハサミを使って切1る， どうしてもとれ

ないところは私に手伝ってもらう＞u

　 ＜11月26日ζ緑・歩・黄ρ黒の順に手に絵具をζすり

つけた・り．・こね震わしたりするy・そのあとしばら・くして

　「シャワーで，手あらうの」といってシンヤワー室に行き

私にすっかり絵具をおとしてもらう＞

　く1月12日；赤・青・黒・緑の絵具のビンのうち・緑

の絵具を選んで手にっけ、・こねまわす1』ひと、とおり手に

っけ終わると，　r手あらうの」といらて｝人で洗面所に

向かい石けんで，』「せっけん，一せっけん」、・とヤ、・いな漆ら

洗う。1もうすでに手の登らの絵具におちているにもかか

わらず何度も石けんをぬっては洗い流す。r水道の蛇口を

自分で止めて洗面所を飛ぴ出して行精．・そしてまた絵具

のビソがおいてあるところき行うてジ緑：・赤』・青の順に

絵具を手にとりこねまわす。
・F・

へ冷らうの」といって洗

面昨麟鷲が舜麟鰍廟発にもかかわらず
石叫をつけて繭郎瀬灘・．ゆ行為が終わる

』と； 1瞭揃、孝1レ磁嗜洋身晦櫛｛麗f蕪叫
ワー 入り・シヤ㍗搬ぴ祝〆rと臨と耽
とめた・勘削とい昧恥撹の蛇・を止めて・さ
っぱりした顔つきでとぴでて、くるoそして・　「おようふ

くきるの」と㌧、？て自分のロ更カーがある部屋酢考◎て

行く。

　Gの水で洗い滅す行為に？も、て考えてみ釜o
』・

　（1）Gが黄色い自 動車を洗っち彰とについて考え丁啄

るδGにとづて牢に特別な意味があ為と思われる。昨年

度からある行為なのだが笑Gが荒れると母輝は学校まで

乗ってきた車のヵギをGにわたし，車に乗せてG歩落着

くまで走らせていたo　Gも車に乗りしばらく走ると 気持

をおさめられるようであづた。車は自分の感情をおさめ

あ空間であり，また気持を立て直し安定をはかる空間で

もあったよう1だ。しかし，車による安定は長っづきせず

またすぐずれてしまう。そういう意味ではG匿とり自動

車は心の支えではあったが・自分の感情をおさめ盗ため

の一時しのぎの空間であり，また，自分の無持をごまか

される空間でもあったと思われるoこの時の黄色い車が

G自身に置き換えられるとしたならば・ 車を何度も洗う

ことによ防学校での新しい生活の始まりと・新しy・先

生（私）とからくる緊張感を柔らげよう．とした行為と，

自分の気持をごまかされる嗣．その書葉にしょうQな㌧・心

を洗い流していたと思われる。

　（2）顔を洗った行為を考えてみる5㌧

　顔とは常に社会に対して向かっている仮面と考えるこ

とができよう。顔は人間関係のなかでいろいろな感蒲を

たくみに表わす自分の｝部であり・また全体である5』ま

た顔はなにもまとうことなぐ社会に対レて向かって》る

ため，社会からの規制を真正面から受けることになる6

従ってp ．顔にはさまざまな感情がしみζんでいると思わ

れるo　Gの顔洗いも顔についている社会からの規制を落

とそう と・した行為であると思われるい．：　』：・』、 ，i．

、（3）Gの手にヤロテrゾや絵具をっけそれを洗レ）流す

ことについて考えてみるo

Gの手に関する経験を考えた時・Gと初めて含う塵こ

ろ，私渾何気はく（｝の前で上げた手に対して廼．突然郭駆

えたよ．うな目つきにな％身体をすくめ，手で自分の顔

をおおいかくすことが何度かあったず家ではザ親に禁止

され，．たたかれる手・ おとな障指示される手・Gが荒れ

た時，目をねらってたたく手等，このようにGにとり・：

手は人のあたたかさや，やさしさにつながるイメージと

は》ほど遠かったのではなかろうかo』1　ン罫1』♪

』次に，手は物を受けとるための手瞭ある，と同じに人

の気持を受けとる手で．もあるはずである。’・（注10），Gが何

かを相手に差し出した と．き》 相手の都合が優先㌧された

り，差し出されていることに気づかなかったり〆『、（あま

りにも葺し出レて㌧ ・1るというサィソが弱いため）1、相手の

受け取り方があま・り’にもいい加減々糟あったり， ま喪，’
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まった，襯廉り一したの轍が獅・。己の嫉ギーと勤が要求榊こと㌣鵬にわかる靴鱗

な幽G聴なしさ暢ぎらあめ心を斎継隷るびこの時期の赫塞不安定であ獅が・蜘撒

ずである．さらに，相手の都合やGの気持とはまっだくり前であろう6
そして・ぞのよう・な状態につげ加えてジ♂

㌍灘ξ罵鷲潟魂総藻言雛摯響継瀬激裏黎1離犠識
とにめ，．．いづ膳G翻物購毅臓る・こと祉ので臆紡ラかポ1』一＼

め畑硲なカ、ろうか，4船肋しろ湘う・とぎ・G　51・せま腔問に入嚇む』 ∴r
はど榔私が疲れようと，で1これでもか，こ織かとく6月2』日：校麟ある鳥かごに私を透い入れる・㌧鳥

瞭、わ傭、り
廓、ら次べと要求を出してぎて，私がど繊凱子どもとおとながやづと入れる狭い頸である〉

うしても疲れ硬求に答えら繊な砧 すぐ誰れか 〈6月・卿G麟屋の際あるy子どもが一人やづ

れカ、まあず相手嫉醐し畑，
水をかけたりヂたたい乏入れる舵の窒間に入ケこむ調卿ヅカー謹と・

たルては， rイタイゴ・イ
タ・イ∫と叫んで荒れていた・戸梱れ《楓鼎期・れにぐい所である＞”

また，砺たりと遊ん螂る時，突然rイ舛イターく7月細ホ÷ルの購わにそって積木が積んであ
イ」と㌧、確し荒ればじめること湘嗣度ガ・多轟る所に上がる謹と積木の隊Gがやっと入り込める空

そして，Gがと翻いう1言獄禁止を劾すむのであ間観つけて謝体躰じりながら入り込む・㌃そしてジ
った．rひろいなさい∬いい子じないよ」rごめんね」積木が動ぐと手で身体にピヅタリするまでで寄せる＞

・rもうしな司．rやめなさい」一r濾あちゃん沸こる’・＜ゲ月9郎虐鋤帥÷羅入りこみ・1私のロッカ’

よ」 等暢る5めようなGとの体勲なかで感じてい二姻眠中紡手炉を鵬しばら く出驚ない＞

たことは，rどう底そ練雌巌うのか」’∫私呼　5せまい空問に入にむ行為を考えてみる1
のどヒ趣びえ磁どこわ吻鯛、・Tどうして自分が疲　搬鵬せまい空間セま語憾にから泌場合と安

れ鯛，∵紬要就だしっづ肱ければい騨ないの離搬ぼえる場合があ融厭る談懸齢ぼえる

か」で齢た6』1．　　　　　　船・癌栢分納醜界輔εめ劇めるこどに紘
こゐよゴ廊鵬思彊硫とりジ塒σ手は自ろう1瀧え涛下イ・レなど・騨と鷹かの人に朧

分を撤細る，信頼でぎない手であり：， 蜘自分ぎれる心配の腔隔鋤軽なく9・緊張がほぐ

の手は，何が轍胤宅しまずうレ 鄭久涼く噂・手だっれ・晦ぎ轍と舶離思“めぐらすごとがでぎる
たゐでセ瀞ろうカ、δ騨度砺た行為だカ：；・僚1ぐ楽しい空働る5輪』子どものころを思ケとき私た

㌧、込み，手の㌧、ろが変ってし護う．ぐらい強くg雁一ルちセ蜘とあを好んで遊んでヤ彊とを思咄す詠

テープ勉
ロテ」プを巻き浦嫡，、躰のどこでもなめ中礁押入れの中や机の下に入り一・ ：かぐれんぼをレ

く剰に，筋麟な騰其韓，・こねまわし渤でセ漁壁琳～を選んで入り込んでみたり｝ト土
たづする行為がみ猫5肋テ」プや絵具を手につけ翻か畝らたり倣をもらてきてはクギ葡加

るとは何なのだろうカ、ど駈プや絵具は泊分の手をかけ・狭い家を作麺』 洞穴を堀枕り油まに母薩

くしてしまぢもあで翻轍相手から何もめも受けれられ町酬亨トヘ行く1と・マネ轍形の足の群

とらな㌧、ようにして㌧、るかに思える．すなわち，’ r受け潜づたり・（衣服がりる1してある下㈱噛辮羅

とら畑、どL楓締物られてい鞭セ伽～ろうりもし嬢嚇些蹴・私にとり・ なによりり遊び

ヵ、．しカ、し，この頃繰り返されている行為に，手に塗ら場の労つであ弗そしてそのな力喧さま脚楽し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い世界がひろがっていたのである。ま丸・この空間妹内
　れ麗絵具を自分かぢ1 r手あらちの」といっで洗面所峰
行ぎ，石けんをつけては水で洗い流して脇め行為的鰍楽し醐で齢騨雛耕よ殖

鋤，らの変化を趣いるように思える。 　分の位置や形を確認すること燦縞（ジr乳☆
一般的に人との関係にお㌧、て，r水に流す〕1とがr洗　Gが狭腔間に入り込んだとき・・岬鰍辮嫡

ヤ、蜘とカ、を使うときタ・今までその人が持ち続けでき分の存在（位置や灘覇）擁かめてし鵬では

　た（ときには心の支えにもならている）1概念を・くずすこ　　なかろうか。 　∵一一』』　一・L』　『『二1

盛決’面鰍繭喩繋欝ようとす：る鍵砺　皿』まとめ 　　1’ド”『ト1
　る。今まで自分を支えてきてくれた概念（それが人に受　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

け入獅る・ものであろう 乏マな力嚇とジそのこ撚
Gとの保育臨床の体馳通して・・⑳さまざ塞な躍

別にして）を拶すヒと鱒柾．らでもレ大変な出ネル行麟と測ま外から・ときには内力勲自弓唖在
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を明確にするためになされていることに気づくことがで

きたとぎ・Gの激しくまた力強い再生力，生命力に感動

する。現在においてもGの反復行為は続いている。しか

し・その行為のうち消えていったものもある。例えぱ，

公園のコースがなくならたり，トソネル堀 りがなくなっ

ている。しかし・一方新たにつけ加わった行為もある。

例えぱ，褒庭や校庭にあるスペリ 台を大変慎重に滑り下

りる。積木やビアノの上に登っては飛び下りる等である。

　Gの変化として・突然「イタイ」といってまわりの子

どもを手当りしだいに攻堰することがなくなった。その

代り，他の子が突然やってきてGをたたいたり，Gの遊

ぴを邪魔するとrもうしない」といい，自らその揚から

身をひくことがある。しかし，Gがどうしてもその場で

やり続けたいことである場合は相手を突き倒すことがみ

られる。・このように私以外のおとなにも，．Gがなぜイラ

イラしているかという原因がわかり易くなっている。一

つの遊びが落ち着いてじっぐり時間をかけてやり通せる

ようになりてきている。．それに伴なって私と絡み合い横

になって休むことができ為よう・になうているφGは2学

期の終りごろまでゆっくりと横になって休んだζとがな

く・たえず次から次へと要求をし，動き回っていた。回

数はさほど多くないが・私からしばらく離れ，・他の保育

者のところへ行き自分が気に入うた遊ぴをしてこれるよ

うになっている。　（この行為は人へり広がりと信蔑を獲

得してきていることに連ながると思えるo），しかし，G

が向かってゆくおとなは男隼が主である。Gは愛育養護

学校の一年目から男性の保育者を選んでいる。そして今

年は私である。なぜGは男性を選ぶのであろうかo　Gは

自分の要求をガッチリ受けとめてくれる力強い男性を選

び，体重の璽さばかりでなく心理的な重荷を共に背おっ

てくれる人を男性に求めたのであろう。

　保育において，Gとの関係をますます深め，Gの内か

らの動き嗜より（inside㎝tfr・mhimse1Dさらに他

のおとなへの広がりと深まりを信じつつ・子どもの世界

の探究を深め・自己の体験を見つめ直してゆきたいと思

っているo

「どんな行為そも， 子どもの行為に意味のない行為はな

い」　（津守真）の書葉を味わいつつ，保育を楽しみつづ

けたいと願っているo
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